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第９回目玉川大学国際バカロレア
教育フォーラム

分科会：理科
形成的評価と総括的評価

国際バカロレア教育
ＩＢは、「世界を理解するために『認識』は重要」だと考えます。

「太陽が地球を回っている」
↓

「地球が太陽を回っている」
↓

「太陽系が銀河系の中心を回っている」
↓

「銀河系が宇宙の中心を回っている」
↓

「そもそも宇宙に中心はない」
↕

「いや、中心はある」
↓

？？？

「正しい知識」とは何でしょうか。

国際バカロレア教育

ＩＢの教育には、上記の価値観に即した次のような特徴
があります。

• 学習者を中心に置く
• 「指導」と「学習」において効果的な方法を展開する
• グローバルな視野に立って取り組む
• 意味のある学習内容を探究する

これらの４つの特徴が一体となって、ＩＢの教育を形づ
くっています。

国際バカロレア教育

ＩＢの教育には、上記の価値観に即した次のような特徴
があります。

• 学習者を中心に置く
• 「指導」と「学習」において効果的な方法を展開する
• グローバルな視野に立って取り組む
• 意味のある学習内容を探究する

これらの４つの特徴が一体となって、ＩＢの教育を形づ
くっています。

すべてのＩＢプログラムにおいて、以下の６つの主要な教育原理
に基づいて指導が行われます。

探究を基盤とした指導

概念理解に重点を置いた指導

地域的な文脈とグローバルな文脈において展開される指導

効果的なチームワークと協働を重視する指導

すべての学習者のニーズを満たすために差別化した指導

評価（形成的評価および総括的評価）を取り入れた指導

IBを支える教育原理

すべてのＩＢプログラムにおいて、以下の６つの主要な教育原理
に基づいて指導が行われます。

評価（形成的評価および総括的評価）を取り入れた指導

IBを支える教育原理
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IBにおける評価

0 1 2

正確さ（より本物に似ている） 不明 イラスト的 写実的

線の本数 多すぎ やや多い 少ない

大きさ
紙の半分未満
しか使ってい

ない

紙の半分以上
使っている

紙の7割以上
使っている

形成的評価から統括的評価へ

エビデンス

の収集

エビデンス

の分析

生徒への

フィードバック
指導の調整

指導

重要なことは、個々の総括的評価プロセスを開
始する時に、

その課題について何が生徒に期待されているか
を明確にして、

求められていることを生徒が完全に理解できる
ようにすることです。

エビデンス

の収集

エビデンス

の分析

生徒への

フィードバック
指導の調整

指導 形成的評価

到達度の判断

成績をつける

成績を通知する

総括的評価

形成的評価から統括的評価へ
形成的評価から総括的評価へ

形成的評価から総括的評価へ

• 効果的な形成的評価は教師と生徒に対して、個人の学習スタイル
を掘り下げるだけではなく、学習の差別化の参考になる個々の生
徒の長所や課題、選択を探る方法を示してくれます。

• 形成的評価は生徒にとって、総括的評価課題を完成させるために
準備する中で、理解の表現を示しそれに磨きをかける重要な機会
でもあります。

• 生徒同士の評価と自己評価も形成的評価の有効な方法です。

総括的評価課題の評価規準

状態変化と温度変化[実験]

実験の目的： 水を徐々に加熱し固体→液体→気体と変化する際に

温度はどのように変化するだろうか。仮説を立て、そ
れを検証する方法を考えなさい。

仮説：

試験管に水を入れ、ここに温度計を差し込ん
だものを-10℃まで冷却し氷にした。

• この装置を使って、上記の仮説を検証でき
る実験方法を考えなさい。

• 実験を行い、得られたデータを適切なグラ
フに表しなさい。

• 実験結果から状態変化と温度変化の関係
について説明しなさい。
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総括的評価課題の評価規準
授業づくりと形成的評価

• 学びのプロセスに焦点を合わせる

生徒の焦点を学びのプロセスに向ける課題と指導法を優先的に扱う

• 概念的な理解を現実世界の状況とつなげる

生徒を、なぜ？、いつ？、どのようにしたら分かるのか？ どの状況だと当て
はまるのか？ といった、主軸となる質問形式の問いに参加させる。

学びを育むファシリテーターとしての教師

 教員による制御

 “正しい”答えへの導き

 正しい答えが評価される

 クローズド・クエスチョン

 教員が生徒よりも“話す時間”が多い

 限られた参加

 既知の結果に注目する

 教員が真実を握っている

 教員と生徒による共用制御

 可能性を探ることへの導き

 “間違った”答えや挑戦することが評価さ
れる。

 オープン・クエスチョン

 生徒は教員より“話す時間”が多い

 包括的参加

 予測不可能

 真実は共有成果

教育的対話 対話的教育






